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平成 31 年度 理科 

 

教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 科学と人間生活 くらしの中のサイエンス （数研出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・理科における様々な分野を取り扱うことで、多角的に物事を捉える視点を得ることを目標としま

す。受験に必要かどうかではなく、自然科学そのものについて興味を持って取り組むようにして

ください。 

・教科書に沿った内容を学校独自のプリントで学習します。「問題集」のためのノートも用意して

ください。 

・家庭学習をする際は、疑問に思ったことをメモし、自分で調べたり質問したりするなどしてその

都度解決するようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、探究する能力と態度を身につけるとともに、物理学を

中心に基本的な概念や原理･法則の理解を深め、科学的な自然観を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物や自然現

象に関心を持ち、探求

するとともに、事象を

人間生活とのかかわ

りでとらえようとす

る。 

自然の事象や実験の

中で分析したり総合

的に考察して科学的

に判断できるか。 

実験・観察の授業に

おいて、正しい操作

ができるか。 

自然の事物・現象に

おける原理・法則な

どの基本的な知識や

考え方を理解してい

るか。 

評
価
方
法 

考査成績と平常点を

基に成績評価をする。

授業態度や授業出席

率も成績評価に含ま

れる 

考査成績と平常点を

基に成績評価をする。

授業態度や授業出席

率も成績評価に含ま

れる 

考査成績と平常点を

基に成績評価をす

る。授業態度や授業

出席率も成績評価に

含まれる 

考査成績と平常点を

基に成績評価をす

る。授業態度や授業

出席率も成績評価に

含まれる 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学期 単元名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
そ
の
再
利
用 

金属 ○ ○ ○ ○ 

a.金属やプラスチックについて、意

欲的に理解しようとする 

b 金属やプラスチックが、使われて

いる事例と理由について説明する

ことができる。 

c:金属やプラスチックに共通する性

質と、種類によって異なる性質を観

察を通して理解できる。 

d:代表的な金属やプラスチックの製

法，性質，利用方法について理解し

ている。 
学習状況 

定期考査 

プラスチック ○ ○ ○ ○ 

資源の再利用 ○ ○   ○ 

熱
の
性
質
と
そ
の
利
用 

熱と仕事 ○ ○ ○ ○ a: 熱やエネルギーに疑問や興味を

示してしている。 

b: 熱やエネルギーについて説明で

きる。 

c: 粒子が熱運動しているようすを、

観察を通して理解できる。 

d: 熱の伝わり方や仕事、エネルギ

ーについて正しく理解している。 

エネルギーとそ

の移り変わり 
○ ○ ○ ○ 

熱と温度 ○ ○ ○ ○ 

二
学
期 

生
物
と
光 

植物と光 ○ ○ ○ ○ 

a:植物や動物と光の関係について、

意欲的に理解しようとする 

b:植物や動物が光を受容する仕組

みや、光に対する反応について説

明できる。 

c:ヒトが物を見る仕組みを実験や観

察を通して理解できる。 

d:植物や動物が光によってどのよう

な反応をするのか、またその仕組

みについて理解ができている。 

学習状況 

定期考査 

ヒトの視覚と光 ○ ○ ○ ○ 

動物の行動と光 ○ ○ ○ ○ 

太
陽
系
に
お
け
る
地
球 

天体と地球の運

動 
○ ○ ○ ○ 

a:天体の運動について、意欲的に

理解しようとする 

b:地球や太陽の活動について、説

明することができる。 

c:天体の運動について実験や観察

を通して理解できる。 

d:時や暦が天体の運動によって成

り立っていることを理解ができてい

る。 

太陽系の天体と

その広がり 
○ ○ ○ ○ 

太陽と地球 ○ ○ ○ ○ 

光
の
性
質

と
そ
の
利

用 波の性質 ○ ○ ○ ○ 

a:波や光について、意欲的に理解し

ようとする 

b:光によって起きる現象について、



三
学
期 

光の種類と性質 ○ ○ ○ ○ 

説明することができる。 

c:実験や観察によって光が引き起こ

す現象を理解することができる。 

d:可視光や電磁波について理解が

できている。 

学習状況 

定期考査 

光の進み方 ○ ○ ○ ○ 

光の回折と干渉 ○ ○ ○ ○ 

電磁波の性質と

利用 
○ ○   ○ 

こ
れ
か
ら
の
科
学
と
人
間
生
活 

科学が人間生

活に与える影響 
○ ○ ○ ○ 

a:科学と生活の関係について、意欲

的に理解しようとする 

b:科学が今後人間の生活にどのよ

うに影響を与えるのかを考察し、発

表することができる。 

c:人間の生活に科学ガどのような

影響を与えているのかを実験や観

察を通して理解することができる。 

d:科学が人間生活に与えてきた影

響について理解ができている。 

課題研究の進

め方 
○ ○   ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


